








要約:川崎病患児 8 例の末梢血単球を用いて,in vitro 無刺激下で TNF と IL-1βの産生能

を免疫グロブリン(以下 1g)投与前後および冠動脈病変の有無との関連で検討した。TNF 産

生は,Ig 投与前値は様々であったが,Ig投与後 2～3週でやや増加の傾向を認めた。IL-1β

産生は,Ig 投与前に 2 例軽度の上昇を認め,Ig 投与後に 5 例増加をみた。両者の産生能の

変化と冠動脈病変との関連性は認めなかった。我々が以前報告した TNF の血清中の動態と

末梢血単球の動態が異なることから,さらに検討したい。


